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お知らせ

「第２次吉賀町男女共同参画計画」を策定しました（１／２）

　吉賀町では、男女共同参画を推進するために、今後５年間の新しい計画を策定しました。

　この計画は「男女共同参画社会基本法」に基づく市町村男女共同参画計画であるとともに、「配

偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」に基づく市町村基本計画であり、基本目

標Ⅲに係る部分については「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」に基づく市町村推

進計画として位置づけるものです。

　計画の概要について、お知らせします。

重点目標１　地域における慣行の見直しと意識の改革

目標と主な取組の内容 <計画期間 >平成３０年度～３４年度

　性別に基づく固定的な役割分担意識等の性差に関する偏見の解消や人権尊重を基盤とした男女平

等観の形成にむけて、住民の理解を促すための教育及び広報・啓発活動を展開し、男女共同参画に

関する認識と正しい理解の定着に努めます。

【基本目標Ⅰ　男女共同参画社会づくりに向けた意識の形成】

　国や県と連携し、町民をはじめ企業、団体等への広報・啓発活動に努めます。

重点目標２　男女共同参画に関する教育・学習の推進

　学校や家庭、地域、職場において男女共同参画に関する教育・学習の推進に努めます。

重点目標３　ワーク・ライフ・バランスの気運の醸成

　男女が仕事、家庭生活、地域活動において等しく責任を分かち合いながら、調和の取れた、充実

した生活を送ることができるようにするため、これまでの働き方を見直し、改善していくための取

組を推進します。

【基本目標Ⅱ　ワーク・ライフ・バランス※の推進】

　ワーク・ライフ・バランスを推進するため、町民や企業、団体への広報・啓発活動を行います。

重点目標４　ワーク・ライフ・バランスの取組支援

　一生を通じて働き続けていくことのできる環境づくりのため、子育て環境の整備や介護支援

サービスの充実に取り組むとともに、企業、団体における就業環境の整備に向けた支援に努め

ます。

※ワーク・ライフ・バランス：だれもが、仕事、地域活動、個人の自己啓発などの様々な活動を自分が希望するバランス

で実現できる状態のこと。多様な働き方や生き方が選択でき、健康で豊かな生活を送ることができる。
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お知らせ

重点目標５　政策・方針決定過程における男女共同参画の推進

　将来にわたり活力にあふれた社会を構築するため、社会のあらゆる分野における活動に男女が平

等に参画でき、その個性と能力を十分に発揮できるような環境づくりに取り組みます。

【基本目標Ⅲ　男性も女性もあらゆる分野で活躍できる社会の実現】

　行政、企業、団体等における政策・方針決定過程への男女の参画を推進するため、町におけ

る審議会等への女性の参画や女性職員の登用に努めます。また、企業、団体等においても女性

の参画が促進されるよう取り組んでいきます。

重点目標６　職場における男女共同参画の推進

　職場において、意欲のある女性が男性と共にその能力や創造性を存分に発揮しながら、自分

自身の経験や実績を生かして活躍し続けることのできる環境づくりに取り組みます。

「第２次吉賀町男女共同参画計画」を策定しました（２／２）

重点目標７　地域・農山村等における男女共同参画の推進

　農林業等における女性の参画を進め、女性の経済的地位向上や女性が住みやすく働きやすい

環境づくりに取り組むとともに、身近な暮らしの場である地域社会において、男女がともに支

えあいながら、安心して暮らせる環境づくりに努めます。

重点目標８　男女間におけるあらゆる暴力の根絶

　男女の個人としての尊厳を確立するため、あらゆる暴力の根絶に努めます。

　また、男女がお互いの身体的特質を理解し、支え合いながら生きていけるよう、生涯を通じた健

康の保持増進のための環境づくりに努めます。

【基本目標Ⅳ　個人の尊厳の確立】

　ＤＶや性犯罪など、個人の人権を著しく侵害し、男女共同参画社会の実現を阻害するあらゆ

る暴力の根絶に向けた取組を推進します。

重点目標９　生涯を通じた男女の健康づくりの推進

　男女がお互いの身心及び健康について理解を深めつつ、生涯にわたり健康で過ごせるよう支

援します。

吉賀町が目指す男女共同参画社会

　職域、学校、地域、家庭その他の社会のあらゆる分野において男女の人権が尊重され、豊かで活

力ある社会を実現し、女性も男性も自らの個性を発揮しながら、いきいきと充実した生活を送るこ

とができる“男女が共に担う地域づくり”を進めていきます。

問い合わせ先

吉賀町税務住民課　☎０８５６-７７-１１１３　ＦＡＸ０８５６-７７-１８９１
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お知らせ

ご存知ですか？火入れには許可が必要です

　吉賀町の森林又は森林の周囲 1キロメートルの範囲内にある土地における火入れについては、火

入れ許可が必要です。

①許可の申請
火入れを行う 7 日前までに「火入許可申請書」を吉賀町役場産業課に提出

してください。

②許可の要件

火入れの目的が、造林のための地ごしらえ、開墾準備、害虫駆除、焼畑、

採草地の改良のいずれかに該当しており、周囲に延焼のおそれがないと認

められること。

③許可証の交付 ②の要件を満たしていれば「火入許可証」を火入れ申請者へ送付します。

④火入れの通知
火入れの許可を受けた方は、火入れを行う前日までに火入れの場所及び日

時を吉賀町役場産業課及び各地区の分遣所に通知してください。

⑤火入れ許可証の返納

火入れ者は、火入れが終了したとき又は火入れの許可の対象期間（許可が

出てから 20 日間）を経過したときは、火入れ許可証を吉賀町役場産業課

まで返納してください。

問い合わせ先

吉賀町産業課　☎０８５６-７９-２２１３　ＦＡＸ０８５６-７９-２３４４

森林の伐採には森林法により届け出が必要です！

　立木を伐採するときは、事前に「伐採及び伐採後の造林の届出書」、伐採後の造林が完了したと

きは、「伐採及び伐採後の造林の状況報告書」を提出することが森林法で義務づけられています！

対象となる森林は？

伐採本数にかかわらず届出が義務付けられています。

※たとえ自分の山でも届出は義務付けられています。

誰が提出を行うのか？

森林所有者や立木を買い受けた方などです。

※立木を伐採する方と所有者が異なる場合は、共同で提出します。

届出の内容と必要書類は？

○届出書

○伐採箇所の図面

提出の時期は？

○伐採及び伐採後の造林の届出

→伐採を始める９０日から３０日前まで

○伐採及び伐採後の造林の状況報告

→造林を完了した日から３０日以内

罰則について

無届の場合は罰則もありますのでご注意ください。

問い合わせ先

吉賀町産業課

　☎　０８５６-７９-２２１３

ＦＡＸ０８５６-７９-２３４４
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お知らせ

リサイクルプラザ工房～体験教室参加者募集～

日時 教室内容 定員

4 月 14 日（土）

ガラスヒュージョン

（ガラスの破片を使用してペンダント・ブローチ・

置物など作成します。）

裂き織り・毛糸織り

（古布、古毛糸を織り機を使ってテーブルセンタ―

などを作成します。）

いろいろなエコバック

（傘布、カレンダーなど工房にて用意しています。）

１～７名

4 月 21 日（土）

4 月 28 日（土）

5 月 12 日（土）

5 月 19 日（土）

5 月 26 日（土）

6 月 9 日（土）

6 月 16 日（土）

6 月 23 日（土）

いずれも９～１２時

　３月２５日から承ります。

※平日に視察、体験工房を希望される方は５名以上でお願いします。

申込み

鹿足郡不燃物処理組合　吉賀町幸地１３１９　☎　７７－１５６８

問い合わせ先

小さなお子さんは上履きをご持参ください。

ペットボトルはラベルをはがして出してください

　使用済みペットボトルは、繊維（衣類など）やプラスチック製品の材

料としてだけではなく、ペットボトルからペットボトルへの再生など、

より高度なリサイクルも増え、幅広いリサイクルが進むようになりまし

た。リサイクルのためには、キャップ・ラベルなどのペットボトル以外

の素材を取り除く必要があるからです。

なぜ、ラベルを剥がす必要があるの？

ペットボトルの出し方

①ラベルとキャップを取る（剥がし口、ミシン目が明瞭）

②中身を洗い、水を切る

③ラベル、キャップ、ペットボトル全てを容器包装プラスチックの

指定袋に入れる

④このマークがラベルにあるものが対象です。

吉賀町税務住民課　☎０８５６－７７-１１１３

問い合わせ先
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お知らせ

民生委員制度創設１００周年

　民生委員制度が、平成２９年度に創設１００周年という節目を迎えました。

　大正６年に岡山県で創設された済世顧問制度が源といわれており、そこから数えて、平成２９年

度が、制度創設１００周年の年となります。

　現代は、急速に進む社会や家庭の変化のなかで、生活課題がきわめて多様化、複雑化しています

が、民生委員は地域と関係機関との「つなぎ」役として、必要な福祉へのつなぎ、地域が住みよい

社会となるよう活動しております。ただ、社会の変化とともに、民生委員活動も、その領域の広が

りや内容の多様化、活動環境の変化などが生じています。

　『支えあう、住みよい社会、地域から』

訪問活動をしている様子

平成３０年度全国健康保険協会島根支部　保険料率のお知らせ

１．健康保険料率

平成３０年３月分（４月納付分）から保険料率が変更になります

現　行 １０．１０％ 変更後 １０．１３％

現　行 １．６５％ 変更後 １．５７％

２．介護保険料率

※健康保険料率は、都道府県ごとに設定されています。

※介護保険料率は、全国一律となります。

※４０歳から６４歳までの方（介護保険第２号被保険者）は、

　健康保険料率に介護保険料率が加わります。

※ 任意継続被保険者の方は、平成３０年４月分（４月納付分）から変更になります。

【お問い合わせ先】

全国健康保険協会島根支部　企画総務グループ　☎０８５２－５９－５１４０

ホームページ：http://www.kyoukaikenpo.or.jp/shibu/shimane/　検索➡ 協会けんぽ島根

【吉賀町民生委員児童委員協議会】

　地域社会全体で支えて

いく「地域福祉の推進」

に向けて、今後とも民生

委員活動に取り組んでい

きます。
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柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
※平日の開館時間が変更となっています
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木村柿木 79

図書館だより

吉賀町立図書館
 [ ４月のみたい号巡回日 ]
七光・朝倉・双葉保育所　　　　　　　　２６日
柿木・木部谷・六日市保育所　　　　　　２７日
柿木小・中学校　１７日蔵木小・中学校　１８日
七日市小・吉賀中学校 １９日
朝倉小学校 ２０日　六日市小学校１２日
＊都合により日程変更の場合があります。
[図書館の休館日 ]
毎月曜日と祝日は休館。
４月２９日（日）は夢花マラソン開催のため休館。
[図書返却について ]
柿木、七日市、朝倉、蔵木の公民館。
開館時間　９：００～１７：００
電話　７７－１８５０
島根県鹿足郡吉賀町六日市６４８

　　《図書館利用状況２月》
　●貸出総数　３，８８７冊
　●貸出人数　　 ５４０人
　●来館者数　　４９１人
　《ベスト・リーダー！２月》
「騙し絵の牙」　　　　　　　　塩田　武士　著
「盤上の向日葵」　　　　　　　柚月　裕子　著
「駐在日記」　　　　　　　　　小路　幸也　著
「消人屋敷の殺人」　　　　　　深木　章子　著
「忘れる女、忘れられる女」　　酒井　順子　著

【
郷
土
史
コ
ー
ナ
ー
】

　

町
内
の
文
化
財
な
ど
を
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。
３
月

は
「
椛
谷　

ヘ
イ
ケ
イ
ヌ
ワ

ラ
ビ
」
「
利
光　

ひ
が
ん
花

の
里
」
な
ど
を
ご
紹
介
し

ま
し
た
。
４
月
は
、
「
木
部

谷　

昌
谷
寺
板
絵
」
「
吉
賀

町　

サ
ク
ラ
マ
ス
」
「
有
飯　

こ
う
や
ま
き
自
生
林
」
「
沢

田　

大
元
社
・
大
元
帳
」
「
注

連
川　

郷
倉
跡
」
で
す
。
ど

う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

県
立
図
書
館
（
西
部
読
書
普
及
セ
ン
タ
ー
）
の
本
も
更
新
し

て
い
ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。

【
小
学
校
低
学
年
の
部
】

優
秀
賞

　

ま
じ
ょ
の
ベ
ン
チ
が
あ
る
と
い
い
な

　
　

柿
木
小
学
校

　
　
　
　
　
　

２
年　

羽
野　

日
葵

佳
作

　

す
き
な
時
間　

き
ら
い
な
時
間

　
　

六
日
市
小
学
校

　
　
　
　
　
　

２
年　

上
野　

彩
良

　

す
ば
こ

　
　

柿
木
小
学
校

　
　
　
　
　
　

１
年　

田
丸　

朔

　

わ
た
し
の
大
す
き
な
き
つ
ね
さ
ん
へ

　
　

柿
木
小
学
校

　
　
　
　
　
　

２
年　

笠
江
真
利
奈

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？

　
　
　
　
　
　

柿
木
小
学
校

　
　
　
　
　
　

２
年　

竹
原
和
実

【
小
学
校
中
学
年
の
部
】

優
秀
賞　

　

勉
強
が
苦
手
な
ぼ
く
だ
け
ど

　
　

六
日
市
小
学
校

　
　
　
　
　
　

４
年　

永
島　

箔
人

佳
作

　

ど
ろ
ぼ
う
だ
け
ど
お
も
し
ろ
い
人

　
　

蔵
木
小
学
校

　
　
　
　
　
　

３
年　

長
藤　

伊
織

　

し
っ
ぱ
い
す
る
か
ら
大
き
く
な
れ
る

　
　

柿
木
小
学
校

　
　
　
　
　
　

３
年　

村
田　

楓
真

　

「
空
に
む
か
っ
て
と
も
だ
ち
宣
言
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
読
ん
で

　
　

朝
倉
小
学
校

　
　
　
　
　
　

３
年　

長
井　

た
け
る

【
小
学
校
高
学
年
の
部
】

佳
作

　

友
達
の
絆

　
　

六
日
市
小
学
校

　
　
　
　
　
　

５
年　

高
橋
幸
士
朗

　

大
丈
夫
と
い
う
ま
ほ
う
の
言
葉

　
　

六
日
市
小
学
校

　
　
　
　
　
　

５
年　

永
田　

心
菜

　

ぼ
く
ら
が
作
っ
た
い
じ
め
の
映
画

　
　

柿
木
小
学
校

　
　
　
　
　
　

５
年　

齋
藤　

凛
子

【
中
学
校
・
高
校
の
部
】

佳
作

　

亜
也
さ
ん
の
よ
う
に

　
　

柿
木
中
学
校

　
　
　
　
　
　

３
年　

齋
藤　

和

　

カ
ラ
フ
ル
な
心

　
　

吉
賀
中
学
校

　
　
　
　
　
　

１
年　

大
谷　

優
羽

　

「
百
歳
」
を
読
ん
で

　
　

吉
賀
中
学
校

　
　
　
　
　
　

１
年　

広
中　

翔

　

か
く
し
ご
と
が
あ
る
か
ら

　
　

六
日
市
中
学
校

　
　
　
　
　
　

１
年　

岡
本　

萌
果

　

本
当
の
自
分

　
　

六
日
市
中
学
校

　
　
　
　
　
　

２
年　

泉
妻　

胡
桃

【
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
】

　

今
年
度
の
読
書
感
想
文
コ
ン

ク
ー
ル
の
審
査
結
果
を
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。
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子
育
て
世
代

　
　
　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　

ぴ
よ
ぴ
よ
便
り

　

吉
賀
町
小
水
力
発
電
所
は
、
昭
和
28
年

12
月
に
柿
木
村
発
電
所
と
し
て
運
転
を
開

始
し
ま
し
た
。
平
成
17
年
10
月
に
旧
柿
木

村
と
旧
六
日
市
町
と
の
合
併
に
よ
り
、
名

称
が
吉
賀
町
小
水
力
発
電
所
に
変
更
に
な

り
ま
し
た
。
平
成
27
年
６
月
に
改
修
工
事

子
育
て
支
援
事
業
と
の
か
か
わ
り

柿
木
地
域
振
興
室
＆

　

ぴ
よ
ぴ
よ
コ
ラ
ボ

吉
賀
町
小
水
力
発
電
所
の
概
要

　

昔
か
ら
高
津
川
流
域
の
人
々
は
、
農
業
・

林
業
・
漁
業
な
ど
で
高
津
川
の
水
資
源
を

大
切
に
扱
い
、
高
津
川
の
自
然
と
共
栄
し

て
き
ま
し
た
。
昭
和
28
年
か
ら
高
津
川
の

水
を
使
っ
て
発
電
を
開
始
し
、
高
津
川
か

ら
更
に
恵
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
発
電
所
は
建
設
当
初
か
ら
売
電
を
通

し
て
地
域
に
貢
献
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
関
心
が
高
ま
り
、
そ
の
普
及
と
促
進
を

目
的
と
し
て
『
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固

定
価
格
買
取
制
度
』
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
電
力
会
社
が
従
来
よ
り
も

生
ま
れ
変
わ
っ
た

　
　
　

吉
賀
町
小
水
力
発
電
所

を
買
い
取
る
制
度
で
す
。

　

当
時
吉
賀
町
小
水
力
発
電
所
は
、
施
設

の
改
修
時
期
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

発
電
を
通
し
て
高
津
川
と
つ
な
が
り
な
が

ら
、
地
域
に
貢
献
し
て
き
た
発
電
所
を
、

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
発
電
所
の
改
修
と
固
定
価

格
買
取
制
度
の
導
入
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

改
修
と
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
、
以
前

よ
り
効
率
よ
く
発
電
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
よ
り
地
域
に
貢
献
で
き
る
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。
吉
賀
町
小
水
力
発
電
所

は
、
今
後
も
発
電
で
地
域
に
貢
献
し
て
い

き
ま
す
。

　

今
は
ま
だ
コ
ス
ト
の
高
い
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
の
普
及
を
目
的

に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買

取
制
度
が
導
入
さ
れ
、
電
気
を
使
う
全
て

高
い
価
格

で
、
決
め

ら
れ
た
期

間
、
太
陽

光
や
水
力

等
の
再
生

可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
か

ら
生
成
さ

れ
た
電
気

の
方
に
向
け
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
促
進
賦
課
金
と
し
て
ご
負
担
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
こ
の
賦
課
金
は
全
国
一
律
の

単
価
で
、
平
成
24
年
７
月
検
針
分
か
ら
電

気
料
金
の
一
部
と
し
て
お
支
払
い
い
た
だ

く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
吉
賀
町
は
小
水
力
発
電
所
を

所
有
し
て
い
る
た
め
、
現
在
年
間
約
６
，

０
０
０
万
円
あ
る
発
電
所
の
売
り
上
げ
の

中
か
ら
、
約
１
，
４
０
０
万
円
を
『
子

育
て
支
援
事
業
費
』
と
し
て
基
金
（
貯

金
）
に
積
み
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
子
育
て
支
援
事
業
が
将

来
に
渡
っ
て
継
続
で
き
る
よ
う
、
住
民
の

皆
様
へ
還
元
す
る
目
的
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

を
終
え
て

今

日

に

至
っ
て
い

ま
す
。

　

年
間
発

電
量
は
約

１
７
０
万

ｋ

Ｗ

時

で
、
一
般

家
庭
の
約

４
５
０
世

帯
分
に
当

た

り

ま

す
。
な
お
、
建
設
当
初
か
ら
今
日
ま
で
発

電
し
た
電
気
は
、
中
国
電
力
に
売
電
し
て

き
ま
し
た
。
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子育て世代包括支援センター
ぴよぴよ便り

子
ど
も
・
子
育
て
新
時
代

～
体
験
・
経
験
・
そ
し
て
学
び
～

　

島
根
県
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
研

修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。こ
の
研
修
会
は
、

全
て
の
児
童
が
放
課
後
等
で
安
全
・
安
心

に
過
ご
し
、
多
様
な
体
験
・
活
動
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
及
び
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
従
事

者
・
関
係
者
の
資
質
向
上
の
た
め
に
開
か

れ
ま
し
た
。

　

幼
児
期
か
ら
続
く
遊
び
体
験
が
内
面
化

し
て
経
験
と
な
り
、
経
験
は
観
察
す
る
こ

と
で
学
び
と
な
っ
て
い
く
こ
と
、
ま
た
そ

の
学
び
が
向
上
し
て
児
童
の
資
質
や
能
力

が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
、
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

テ
ス
ト
等
を
行
っ
て
数
値
で
表
す
こ
と

が
出
来
る
能
力
を
認
知
的
能
力
と
表
現
す

る
と
、
自
主
性
、
社
会
性
、
創
造
性
、
基

本
的
生
活
習
慣
の
自
立
等
、
数
値
で
表
す

こ
と
が
で
き
な
い
能
力
を
非
認
知
能
力
と

呼
び
、
放
課
後
こ
そ
遊
び
を
通
し
て
児
童

の
非
認
知
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
活

用
さ
れ
る
べ
き
だ
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

折
し
も
、
保
育
所
保
育
指
針
の
改
訂
と
、

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
が
行
わ
れ
、
保
育

所
で
も
学
校
で
も
共
に
数
値
化
し
に
く
い

非
認
知
能
力
の
育
成
が
中
心
課
題
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
行
政
、
保

育
所
、
学
校
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
放

課
後
子
ど
も
教
室
、
児
童
の
家
庭
を
含
む

地
域
の
子
育
て
を
支
援
し
て
く
だ
さ
る
全

て
の
皆
様
と
、
手
を
取
り
合
っ
て
子
ど
も

た
ち
を
育
て
る
時
代
が
到
来
し
た
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
年
度
、
ぴ
よ
ぴ
よ
で
は
、
児
童
に
獲

得
・
向
上
し
て
も
ら
い
た
い
取
り
組
む
力
、

あ
き
ら
め
な
い
心
等
を
ど
う
や
っ
た
ら
育

む
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
具
体
的
な
形
で

お
伝
え
す
る
た
め
に
、
次
号
よ
り
「
楽
し

い
子
育
て
」
を
テ
ー
マ
に
、「
遊
び
に
よ
っ

て
育
つ
も
の
」
「
家
庭
で
子
ど
も
と
過
ご

す
と
き
」
等
の
情
報
を
記
事
に
し
て
、
皆

様
に
お
届
け
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
子
育
て
交
流
サ
ロ

ン
で
は
、
毎
月
一
回
妊
娠
期
の
お
母
さ
ん

方
、
保
育
所
入
所
前
の
子
ど
も
た
ち
と
お

母
さ
ん
方
の
た
め
に
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
読
み
聞
か
せ
会
で
は
、
乳
幼
児
向

け
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
う
だ
け
で

は
な
く
、
「
顔
が
描
か
れ
て
い
る
絵
本
や

ぱ
ぴ
ぷ
ぺ
ぽ
音
の
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る

絵
本
は
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
大
好
き

で
す
よ
～
」
な
ど
、
お
母
さ
ん
が
自
分
の

子
ど
も
に
読
み
聞
か
せ
を
す
る
た
め
の
情

報
や
、
お
母
さ
ん
方
が
昔
読
ん
で
い
た
、

懐
か
し
い
絵
本
の
紹
介
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
だ
お
母
さ
ん
の
お
腹
の
中
に
い
る
赤

ち
ゃ
ん
や
小
さ
な
赤
ち
ゃ
ん
と
の
楽
し
い

子
育
て
交
流
サ
ロ
ン

　
　
　

『
お
は
な
し
大
好
き
』

　

吉
賀
町
で
は
、
子
ど
も
の
１
歳
、
３
歳
、

５
歳
の
お
誕
生
日
に
、
バ
ー
ス
デ
ー
ブ
ッ

ク
リ
ス
ト
か
ら
３
，
０
０
０
円
分
の
絵
本

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
バ
ー
ス

デ
ー
ブ
ッ
ク
は
、
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て

世
界
中
で
愛
さ
れ
、
出
版
し
て
か
ら
何
度

も
版
を
重
ね
続
け
た
絵
本
の
中
か
ら
、
児

童
文
学
者
の
意
見
に
基
づ
い
て
選
定
し
て

い
ま
す
。

バ
ー
ス
デ
ー
ブ
ッ
ク
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　

子
育
て
応
援

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ぴ

よ
ぴ
よ
と
保
健
福
祉
課
の
お
問
い
合
わ

せ
電
話
番
号
は
、
０
８
５
４
６-

７
７-

１
１
６
５
で
す
。

時
間
を
作
る
た

め

に
、

ぜ

ひ

一

度

イ

ベ

ン

ト
『
お
は
な
し

大
好
き
』
に
お

出
か
け
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
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か
き
の
き
保
育
所
の
園
児
が
Ｎ
Ｏ

Ｐ
法
人
キ
ッ
ズ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
実
行

委
員
会
主
催
の
第
12
回
食
育
コ
ン
テ

ス
ト
「
い
た
だ
き
ま
す
ご
ち
そ
う
さ

ま
」
レ
ポ
ー
ト
部
門
に
お
い
て
優
秀

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年

度
に
つ
づ
い
て
２
回
目
の
受
賞
で

す
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
「
食
育
」
を

子
ど
も
た
ち
の
心
身
と
も
に
健
康
な

生
活
の
基
本
と
位
置
付
け
。
食
育
運

動
を
展
開
、
そ
の
中
で
出
会
っ
た
幼

リ
ト
ル
シ
ェ
フ

し
ま
し
た
。

　

か
き
の
き
保
育
所
の
３
代
目

リ
ト
ル
シ
ェ
フ
が
お
弁
当
会
議

を
開
催
し
、
保
育
士
、
調
理
師
、

保
護
者
（
マ
マ
シ
ェ
フ
）
の
力

を
借
り
な
が
ら
自
分
た
ち
で
お

弁
当
を
作
る
活
動
が
評
価
さ

れ
、
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

育
て
た
米
か
ら
作
る
お
に
ぎ

り
、
保
育
所
の
ぬ
か
床
に
幼
児

自
身
が
漬
け
た
野
菜
や
卵
料
理

な
ど
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、

料
理
の
腕
前
が
上
達
し
て
い
き

ま
し
た
。
特
に
卵
焼
き
は
味
付

け
か
ら
焼
き
方
、
卵
の
落
と
し

方
に
こ
だ
わ
り
年
長
全
員
が
作

る
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
体
験
は
幼
児
の
自

信
に
繋
が
り
、
保
育
生
活
や
遊

び
の
中
に
意
欲
的
に
取
り
組
む

人
一
人
が
意
欲
的
な
行
動
と
な
り
切

磋
琢
磨
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
る
姿

が
見
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

「
作
る
の
は
楽
し
か
っ
た
け
ど
大

変
だ
っ
た
・
・
・
」

　

作
る
楽
し
さ
、
誰
か
の
た
め
に
作

る
喜
び
の
反
面
、
下
ご
し
ら
え
や
片

付
け
等
の
苦
労
も
同
時
に
感
じ
る
事

が
で
き
少
し
ず
つ
感
謝
の
気
持
ち
を

持
つ
心
の
成
長
に
も
繋
が
っ
て
い
ま

す
。

３代目

心
が
つ
な
が
る
お
弁
当
づ
く
り

姿
勢
が
垣
間
見
れ
、
ま
た
誰
か
の
た

め
に
作
っ
て
あ
げ
る
喜
び
を
感
じ
る

幼
児
が
増
え
た
事
が
今
回
の
取
り
組

み
を
通
じ
て
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

手
作
り
弁
当
の
前
日
、
一
人
の
園

児
が
「
ぼ
く
、
明
日
お
に
ぎ
り
と
た

ま
ご
焼
き
と
し
い
た
け
の
バ
タ
ー
焼

き
を
つ
く
っ
て
こ
よ
う
か
な
」
と
一

言
。
翌
日
年
長
全
員
が
自
分
で
作
っ

た
お
弁
当
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
一

稚
園
や
保
育
所

で
の
子
ど
も
た

ち
の
感
動
が
伝

わ
っ
て
く
る
よ

う
な
「
食
育
実

践
」
を
、
多
く

の
方
に
お
伝
え

し
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
誕
生

食育
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食
育
コ
ー
ナ
ー　

今
年
も
卒
業
前
に
・
・
吉
賀
町
の
味
に
挑
戦
！　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

食
生
活
改
善
推
進
員
と
郷
土
料
理
実
習
!!

　

卒
業
式
を
間
近
に
控
え
た
１
月
と
２

月
、
吉
賀
高
校
、
吉
賀
中
学
校
、
柿
木

中
学
校
、
柿
木
小
学
校
に
お
い
て
、
吉

賀
町
に
伝
わ
る
郷
土
料
理
の
調
理
実
習

を
行
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
、
高
校
生
は
普
段
か
ら
料
理

を
し
て
い
る
生
徒
も
多
く
、
大
変
手
際

よ
く
、
郷
土
料
理
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

『
角
寿
司
』
『
煮
ご
み
』
な
ど
な
じ
み
の

深
い
郷
土
料
理
を
作
り
ま
し
た
が
、
最

近
で
は
お
祭
り
の
と
き
に
作
ら
れ
る
家

庭
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

今
年
は
新
た
に
柿
木
小
学
校
で
も
地

域
に
伝
わ
る
『
ボ
タ
餅
』『
大
根
な
ま
す
』

を
作
り
ま
し
た
。
『
ボ
タ
餅
』
に
つ
い

て
の
い
わ
れ
を
田
村
正
人
さ
ん
に
お
話

し
て
い
た
だ
き
、
実
際
に
１
合
飯
で
作

組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

郷
土
料
理
作
り
を
体
験
し
た
生
徒
た

ち
か
ら
は
、
「
こ
れ
か
ら
進
学
や
就
職

る
ボ
タ
餅
作
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
し
た
。
普

段
で
き
な
い
体

験
に
子
ど
も
た

ち
も
歓
声
を
あ

げ
な
が
ら
取
り

で
、
家
を
離

れ
て
料
理
を

す
る
機
会
も

多
く
な
る
と

思
う
の
で
、

郷
土
料
理
を

一
人
で
も
作

れ
る
よ
う
に

な
り
た
い
」
「
郷
土
料
理
を
作
っ
た
の

は
初
め
て
だ
っ
た
が
、
家
で
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
た
い
」
と
の
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

吉
賀
町
の
豊
か
な
自
然
や
食
文
化
を

自
慢
に
思

い
、
こ
れ

か
ら
も
そ

れ
ぞ
れ
の

ス
テ
ー
ジ

で
頑
張
っ

て
欲
し
い

で
す
。

ざ
い
ま
す
。
リ
ト
ル
シ
ェ
フ
の
姿
と
っ
て

も
か
っ
こ
い
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
ま
た
、
食
育
コ
ー

ナ
ー
で
毎
回
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

食
生
活
改
善
推
進
員
の
皆
さ
ん
の
ご
活
躍

に
も
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
広
報
紙
で
は
「
食
」
に

関
す
る
話
題
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
私
自

身
の
「
食
」
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
長

年
に
わ
た
り
食
生
活
改
善
推
進
員
の
皆
さ

ん
や
役
場
保
健
師
を
は
じ
め
関
係
職
員
が

食
育
活
動
を
推
進
す
る
姿
を
み
て
、
何
か

自
分
に
も
出
来
る
こ
と
は
な
い
か
常
々
考

え
て
お
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
平
成

23
年
２
月
柿
木
中
学
校
で
開
催
さ
れ
た
講

演
会
で
、
西
日
本
新
聞
社
の
佐
藤
弘
先
生

の
お
話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
講
演
で
食
に
対
す
る
様
々
な
こ
と
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私

は
、
「
よ
し
！
明
日
か
ら
自
分
の
弁
当
を

町
長
コ
ラ
ム吉賀町長

つ
く
っ
て
み
よ
う
！
」
と
思
い
、
弁
当
作

り
を
始
め
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
７
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
基
本
的
に
職
場
で
昼
食
が
と
れ

る
時
は
、
毎
朝
弁
当
作
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
前
の
晩
の
お
か
ず
の
残
り
で
あ
っ

た
り
、
冷
凍
食
品
で
あ
っ
た
り
で
す
か
ら
、

と
て
も
自
慢
で
き
る
弁
当
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
で
も
自
分
で
作
っ
た
と
な
る

と
何
と
な
く
お
い
し
い
気
が
し
ま
す
。
今

日
の
弁
当
は
、
ち
ょ
っ
と
赤
い
も
の
が
足

り
な
い
と
か
、
茶
色
の
お
か
ず
ば
っ
か
り

で
見
た
目
が
悪
い
だ
と
か
、
町
長
室
で
一

人
ご
と
を
言
い
な
が
ら
食
べ
て
い
ま
す
。

　

弁
当
を
作
り
始
め
て
み
る
と
、
や
は
り

食
の
大
切
さ
や
食
に
対
す
る
感
謝
の
気
持

ち
も
以
前
よ
り
増
し
て
き
た
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
か
き
の
き
保
育

所
リ
ト
ル
シ
ェ
フ
の
皆
さ
ん
に
負
け
な
い

よ
う
弁
当
作
り
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
食
育
の
施
策
に

つ
い
て
は
、
食
品
ロ
ス
問
題
や
３
０
１
０

食育

Vol.2

運
動
に
も
取
り
組

ん
で
い
く
と
と
も

に
、
来
年
度
に
お

い
て
は
、
嘱
託
栄

養
士
を
雇
用
し
活

動
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
月
号
表

紙
等
で
ご
紹

介
が
あ
り
ま

し
た
が
、
か

き
の
き
保
育

所
の
園
児
の

皆
さ
ん
、
優

秀
賞
受
賞
お

め
で
と
う
ご

岩本一巳

自
分
な
り
の

食
育
活
動
に
つ
い
て

町長力作のお弁当

ボタ餅の説明を聞き入る児童

完成した郷土料理

手際よく調理する生徒
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１
月
20
～
21
日
、
中
国
大
会
・
中
国
ウ

イ
ン
タ
ー
大
会
が
岡
山
県
備
前
市
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
中
国
各
県
の

上
位
選
手
32
名
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で

す
。
吉
賀
町
テ
ニ
ス
連
盟
よ
り
３
名
の
選

手
が
出
場
し
ま
し
た
。
14
歳
以
下
男
子
第

１
シ
ー
ド
の
岩
本
晋
之
介
く
ん
（
六
中
２

年
）
は
、
１
回
戦
か
ら
３
回
戦
ま
で
は
圧

倒
し
、
翌
日
、
準
決
勝
戦
６-

３
、
７-

６
、

決
勝
戦
２-

６
、
６-

１
、
６-

４
で
実
力

を
見
せ
「
優
勝
」
し
ま
し
た
。
今
季
中
国

大
会
は
負
け
な
し
の
５
勝
目
を
飾
り
ま
し

た
。
河
内
優
和
く
ん
（
六
中
２
年
）
は
19

位
、
12
歳
以
下
の
加
藤
那
菜
さ
ん
（
七
小

５
年
）
は
17
位
で
し
た
。

テ
ニ
ス
・
中
国
大
会
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
季
５
度
目

　

２
月
18
日
（
日
）
吉
賀
町
立
町
民
六
日

市
体
育
館
に
お
い
て
吉
賀
町
サ
ッ
カ
ー
連

盟
主
催
の
社
会
人
職
域
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
職
場
や
有
志
チ
ー
ム
５
チ
ー
ム

が
参
加
し
汗
を
流
し
ま
し
た
。
職
場
の
仲

間
と
楽
し
く
プ
レ
ー
を
す
る
中
で
、
会
場

が
沸
く
よ
う
な
連
携
や
、
笑
い
を
誘
う
よ

う
な
珍
プ
レ
ー
な
ど
終
始
会
場
は
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
連
盟
主
催

　

社
会
人
職
域
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
開
催

交
流
な
ど
仲

間
と
一
緒
に

参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

皆
様
の
ご
参

加
お
待
ち
し

て

お

り

ま

す
。

　

今
後
も
、
こ
の

よ
う
な
事
業
を
開

催
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
福

利
厚
生
や
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
、
職
場

吉
賀
高
校
支
援
室
だ
よ
り

　

先
月
号
で
は
、
昨
年
度
の
町
内
の
中
学

３
年
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
吉
賀
高
校
を
選

ん
だ
理
由
と
し
て
、
吉
賀
町
の
支
援
に
関

わ
る
こ
と
が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
吉
賀
町
に
よ
る
吉
高
支
援

に
つ
い
て
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

吉
賀
高
校
の
魅
力
と
は
？
～
そ
の
４
～

吉高支援室
　

支
援
室
設
置
か
ら
２
年
が
経
と

う
と
し
て
い
ま
す
。
交
流
セ
ン

タ
ー
の
運
営
や
公
設
塾
の
設
置
、

高
校
で
の
地
域
学
習
や
環
境
学
習

等
、
高
校
と
連
携
し
な
が
ら
様
々

な
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

公設塾
　

昨
年
６
月
に
高
校
３
年
生
を
対

象
に
開
所
し
ま
し
た
。
週
に
３

回
、
４
時
間
開
設
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
利
用
料
は
月
額
に
１
，

５
０
０
円
で
す
。
来
年
度
は
、
２
・

３
年
生
に
学
年
を
広
げ
る
予
定
で

す
。

バス通学補助
　

路
線
バ
ス
を
利
用
し
て
通
学
し

て
い
る
高
校
生
の
希
望
者
に
は
、

回
数
券
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
バ
ス
通
学
の
費
用
は
ほ
と

ん
ど
か
か
り
ま
せ
ん
。

部活バスの運行
　

部
活
終
了
時
刻
に
、
柿
木
と
六

日
市
方
面
に
下
校
用
の
バ
ス
を
運

行
し
て
い
ま
す
。
学
業
等
で
帰
り

が
遅
く
な
っ
た
生
徒
も
利
用
で
き

ま
す
。
利
用
料
は
無
料
で
す
。

吉賀高校振興会
　

部
活
動
の
大
会
や
練
習
試
合
、

地
域
ク
ラ
ブ
の
遠
征
等
で
、
振
興

会
バ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。
部
活

動
利
用
の
場
合
は
、
距
離
に
応
じ

た
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。
（
１

日
４
０
０
円
～
１
，
０
０
０
円
）

　

ま
た
、
進
路
指
導
や
生
徒
活
動

も
振
興
会
が
支
援
し
て
い
ま
す
。

東京研修補助
　

毎
年
１
年
生
が
３
泊
４
日
で
実

施
し
て
い
る
東
京
研
修
。
吉
賀
町

か
ら
の
補
助
が
あ
り
、
１
人
２
万

円
程
度
の
個
人
負
担
で
参
加
で
き

ま
す
。

吉賀町の方々
　

高
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
環
境

教
育
で
は
、
吉
賀
町
の
様
々
な
方

が
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
サ
ク
ラ
マ
ス
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
し
て
県
外
町
外
生
徒
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

方
も
お
ら
れ
ま
す
。

吉賀高校支援
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寒
茶
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
開
催

有
機
茶
生
産
促
進
研
修
員

上
原　

美
奈
子

名
の
皆
さ
ん
は
、
茶
畑
へ
上
る
道
々
、

「
白
谷
に
茶
園
が
あ
る
の
は
知
っ
て

い
た
の
で
、
一
度
行
き
た
い
思
っ
て

い
た
」
、
「
家
の
裏
に
茶
の
樹
が
あ
る

の
で
冬
も
お
茶
が
で
き
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
」
な
ど
参
加
の
動
機
を
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

体
験
は
、
自
然
仕
立
て
（
背
を
高

く
仕
上
げ
て
あ
る
）
の
畝
で
、
雪
か

ら
顔
を
出
し
て
い
る
部
分
を
枝
ご
と

刈
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

景
色
を
堪
能
し
た
り
、
ザ
ク
ザ
ク
と

雪
の
畑
に
入
り
枝
を
パ
チ
ン
パ
チ
ン

剪
定
し
た
後
、
自
治
会
館
に
戻
っ
て
、

蒸
し
器
に
入
る
大
き
さ
に
枝
を
カ
ッ

ト
し
、
洗
い
、
蒸
す
と
い
う
作
業
に

移
り
ま
し
た
。
大
量
に
枝
が
採
れ
て
、

会
館
の
蒸
し
器
で
は
追
い
付
か
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
と
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
が
、
鍋
や
ざ
る
を
上
手
に
工
夫

し
て
、
ど
ん
ど
ん
作
業
を
こ
な
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
蒸
し
あ
が
る
と

葉
は
簡
単
に
枝
か
ら
と
れ
ま
す
。
そ

　

立
春
の
前
日
、

雪
に
覆
わ
れ
た

白
谷
の
茶
園
で
、

寒か
ん
ち
ゃ茶

を
作
る
体
験

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。
雪
が

ち
ら
つ
く
中
、
12

茶
の
葉
を
食
べ
る
こ
と
の
栄
養
効
果

に
つ
い
て
お
話
し
し
た
り
、
皆
さ
ん

の
家
庭
で
の
お
茶
づ
く
り
に
つ
い
て

う
か
が
っ
た
り
、
町
の
有
機
茶
ブ
ラ

ン
ド
化
推
進
協
議
会
で
販
売
を
開
始

し
て
い
る
ほ
う
じ
茶
を
召
し
上
が
っ

て
い
た
だ
い
た
り
し
な
が
ら
お
茶
談

義
が
続
き
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
Ｉ

タ
ー
ン
者
２
人
も
迎
え
て
、
お
茶
に

つ
い
て
様
々
な
可
能
性
を
話
し
合
う

こ
と
の
で
き
た
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
吉
賀
町
に
は
あ
ち
こ
ち
に
お

茶
が
生
育
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
作
る
と
い
う
贅

沢
が
楽
し
め
る
環
境
な
の
で
す
。
今

後
、
紅
茶
、
ウ
ー
ロ
ン
茶
、
ほ
う
じ

茶
な
ど
の
製
茶
体
験
の
他
、
他
の
ハ
ー

ブ
と
の
ブ
レ
ン
ド
、
茶
の
花
や
茶
の

実
の
利
用
法
、
お
茶
を
使
っ
た
料
理

を
紹
介
す
る
教
室
な
ど
、
ど
ん
ど
ん

れ
を
む
し
ろ
で
揉

ん
で
広
げ
て
外
の

風
に
あ
て
、
一
連

の
作
業
は
終
了
し

ま
し
た
。
そ
の
後

さ
ら
に
３
日
ほ
ど

寒
風
に
あ
て
て
完

成
と
な
る
の
で
お
持
ち
帰
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。
予
め
作
っ
て
お
い
た
寒

茶
を
味
見
す
る
と
、
「
甘
味
が
濃
い

ね
」
「
置
い
て
お
く
と
ど
ん
ど
ん
甘

く
な
る
」
な
ど
の
声
が
聞
こ
え
ま
し

た
。

　

お
昼
は
、
茶
農
家
さ
ん
の
無
農
薬

栽
培
の
ご
飯
と
茶
殻
を
使
っ
た
惣
菜

３
種
で
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
１
番
茶
の
や
わ
ら
か
い

新
芽
の
茶
殻
の
ポ
ン
酢
和
え
や
２
番

茶
の
ち
ょ
っ
と
こ
わ
い
茶
殻
の
ご
ぼ

う
、
ひ
き
肉
、
長
ネ
ギ
炒
め
、
３
番

茶
の
歯
ご
た
え
の
あ
る
茶
殻
の
じ
ゃ

こ
佃
煮
。
お
惣
菜
の
作
り
方
や
、
お

企
画
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。
吉

賀
町
の
皆
さ
ん
と

吉
賀
町
な
ら
で
は

お
茶
を
開
発
で
き

た
ら
素
敵
だ
と
夢

見
て
い
ま
す
。

　

２
月
24
日
（
土
）
、
吉
賀
町
役
場
産
業
課
が
主
催
す
る

林
業
従
事
者
育
成
事
業
の
第
５
弾
と
し
て
林
業
ロ
ー
プ

ワ
ー
ク
研
修
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

匹
見
・
縄
文
之
森
協
議
会
の
高
濱
徹
会
長
を
講
師
に
お

招
き
し
、
今
の
林
業
の
講
義
と
一
般
市
民
が
林
業
に
取
り

組
む
際
役
立
つ
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
の
実
技
研
修
を
行
い
ま
し

林
業
従
事
者
育
成
事
業
第
５
弾

　
　
　
　
　
　
　

林
業
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
研
修　

開
催

た
。

　

今
回
の
研
修
は
10
名
の
方
が
参

加
し
、
ロ
ー
プ
と
滑
車
を
使
用
し

た
丸
太
の
運
搬
や
、
簡
易
な
間

伐
木
へ
の
ロ
ー
プ
の
設
置
方
法
、

ロ
ー
プ
を
活
用
し
た
軽
ト
ラ
ッ
ク

へ
の
丸
太
の
積
み
込
み
、
ロ
ー
プ

の
投
げ
方
な
ど
多
く
の
活
用
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
得
た
知
識
と
技
術
を
よ
り
い
っ
そ
う
高
め
、

新
た
な
技
術
の
習
得
と
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

参
加
者
の
方
か
ら
は
「
丸
太
の
積
み
込
み
を
人
力
で

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ロ
ー
プ
を
使
う
こ
と
で
労
力
が
こ

ん
な
に
も
軽
減
さ
れ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
い
う
声

や
「
今
回
学
ん
だ
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク

は
林
業
だ
け
で
は
な
く
、
日
常
生

活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
活
用
で
き

る
の
で
研
修
に
参
加
し
て
良
か
っ

た
」
と
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し

た
。
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ちょうみんひろば

　

《
川
柳
》

恵
方
巻
方
位
無
視
し
て
か
ぶ
り
つ
き　
　
　

村
上　

毅

厚
着
し
て
熱
い
炬
燵
で
ボ
ケ
二
人　
　
　
　

長
藤　

忠
夫

か
さ
ね
着
で
丸
い
背
中
が
尚
丸
い　
　
　
　

大
庭　

寛

晴
れ
着
に
は
あ
ま
り
に
ひ
ど
い
ダ
マ
シ
罪　

大
庭
博
明

二
十
頃
晴
れ
着
の
着
物
無
い
く
ら
し　
　
　

増
田
牟
奈
子

着
ぶ
く
れ
を
寒
さ
を
カ
イ
ロ
で
フ
ォ
ロ
ー
し
て　

安
永　

藤
子

遠
回
し
こ
の
借
り
返
す
恩
に
着
る　
　
　
　

岩
上　

武
史

歯
に
衣
着
せ
て
ほ
し
い
な
そ
の
言
葉　
　
　

寺
戸
美
瑳
子

い
つ
か
着
る
タ
ン
ス
に
戻
す
お
気
に
入
り　

大
庭　

和
子

孫
の
服
着
せ
る
お
婆
に
脱
が
す
嫁　
　
　
　

澤　

三
智
代

朝
服
を
着
る
瞬
間
が
寒
い
で
す　
　
　
　
　

皆
田　

卓
宣

寒
さ
増
し
動
か
ず
食
べ
過
ぎ
脂
肪
着
る　
　

か
よ
こ

オ
ー
プ
ン
カ
ー
雪
降
る
前
は
シ
ー
ト
着
る　

折
口　

篤
志

孫
達
に
着
せ
る
服
買
い
笑
み
う
か
ぶ　
　
　

山
吹　

薫

隠
し
た
い
着
痩
せ
狙
う
も
顔
パ
ン
パ
ン　
　

折
口　

沙
羅

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

・
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

・
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て
ふ
り
が
な

を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
原
文
の
意
味

を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

・
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

・
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

文
芸
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　

お
悔
み　

―
や
す
ら
か
に
―　

（
２
月
届
出
）

　
　

三
家
本　

チ
ヱ
子　

さ
ん　

93
歳　
　

蔵
木

　
　

亀
崎　
　

敏
惠　
　

さ
ん　

83
歳　
　

七
日
市

　
　

上
田　
　

竜
也　
　

さ
ん　

66
歳　
　

有
飯

　
　
　
　

出
生　
　

―
す
こ
や
か
に
―　

（
２
月
届
出
）

　
　

河
野　

綾
乃
（
あ
や
の
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

喜
代
志
・
千
明
さ
ん
の
子　

上
高
尻

　
　

金
川　

隼
大
（
は
や
た
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

龍
治
・
由
紀
さ
ん
の
子　
　

注
連
川

　
　
　
　
　
　

※
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

《
俳
句
》

限
界
集
落
佇
む
翁
何
想
う　
　
　
　
　
　
　

中
村　

登

炊
き
口
に
炎
あ
ふ
れ
る
夕
氷
柱　
　
　
　
　

河
野　

由
希

春
シ
ョ
ー
ル
県
立
図
書
館
見
学
へ　
　
　
　

村
田　

綾
美

彼
の
沼
田
忘
れ
去
ら
れ
て
蒲
の
絮　
　
　
　

大
場　

博
明

雪
掻
く
や
河
津
桜
の
花
だ
よ
り　
　
　
　
　

山
崎
美
智
子

武
士
の
砦
の
趾
や
冬
木
立　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

胼
の
手
や
啄
木
の
詩
口
ず
さ
む　
　
　
　
　

茅
原　

久
子

の
び
や
か
に
老
い
て
初
湯
を
溢
れ
し
む　
　

齋
藤
ツ
ル
子

後
の
世
の
句
座
で
ま
み
え
む
春
の
月　
　
　

青
木　

道
子

　

《
短
歌
》

に
ぎ
る
手
の
か
ぼ
そ
き
ぬ
く
も
り
つ
た
わ
り
て

　
　

今
度
い
つ
来
る
聞
く
目
に
涙　
　
　
　

中
林　

律
子

金
メ
ダ
ル
羽
生
優
勝
お
め
で
と
う

　
　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
連
覇
を
成
し
て　
　

川
口　

敦
子

降
り
つ
づ
く
雪
に
と
ざ
さ
れ
炬
燵
守

　
　

他
人
一
人
と
て
見
る
こ
と
も
無
く　
　

佐
々
田　

登

枯
れ
落
葉
残
雪
覆
ふ
庭
隅
に

　
　

黄
の
色
か
す
か
福
寿
草
ら
し　
　
　
　

角
河　

淑
子

文
芸
コ
ー
ナ
ー

　

《
寄
稿
》

　

透
明
の
嬉
し
さ

沖
永　

愛
子

　

ガ
ラ
ス
戸
に
雀
が
衝
突
、
先
日
も
衝
突
し
た
ば
か
り
な

の
に
・
・
・
開
け
た
裏
口
か
ら
ガ
ラ
ス
越
し
に
見
え
る
前

の
山
を
め
が
け
て
飛
ん
で
行
く
の
だ
か
ら
衝
撃
は
強
い
、

目
が
回
っ
た
の
か
定
ま
ら
ぬ
目
付
で
ウ
ロ
ウ
ロ
、
そ
れ
と

も
先
日
逃
が
し
て
上
げ
た
事
を
覚
え
て
い
て
、
私
が
恐
く

な
い
の
か
？
ソ
ー
ッ
と
手
に
包
み
覗
き
込
ん
で
も
暴
れ
な

い
、
温
も
り
と
心
臓
の
鼓
動
が
ド
キ
ド
キ
伝
わ
る
。

　

「
今
度
は
分
っ
た
で
し
ょ
う
！
向
こ
う
の
山
は
透
い
て

見
え
て
も
、
ガ
ラ
ス
は
通
り
抜
け
ら
れ
な
い
事
を
」
ガ
ラ

ス
戸
を
開
け
て
、
ソ
レ
ー
ッ
と
空
へ
放
り
上
げ
た
、
す
る

と
迷
い
も
な
く
前
の
山
を
め
が
け
て
一
直
線
に
翔
ん
で

行
っ
た
。

　

ヤ
レ
ヤ
レ
と
縁
側
に
座
る
と
春
の
日
差
し
が
暖
い
心
も

暖
い
、
鳶
が
湯
気
立
っ
地
を
低
空
に
舞
っ
て
い
る
、
雀
が

通
れ
な
か
っ
た
ガ
ラ
ス
か
ら
は
朝
の
光
と
温
も
り
が
難
無

く
通
り
抜
け
て
入
り
、
ス
ト
ー
ブ
の
火
が
恥
じ
ら
う
様
に

小
さ
く
朧
に
な
っ
た
。
紫
外
線
同
伴
も
嬉
し
く
、
ガ
ラ
ス

を
撫
で
な
が
ら
、
ふ
と
気
が
付
い
た
、
雀
を
笑
え
る
身
で

は
無
か
っ
た
事
を
。

　

ガ
ラ
ス
の
経
緯
、
工
程
も
殆
ん
ど
知
ら
な
い
私
の
無
学

を
恥
じ
る
。
今
の
幸
は
、
未
来
の
人
の
為
に
貢
献
さ
れ
続

け
て
来
た
先
祖
の
賜
物
だ
っ
た
事
に
改
め
て
心
を
打
た
れ

ま
し
た
。
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日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット

津和野町議会3月
定例会 
【町長施政方針】 
放送時間 
 10：00～ 
 15：00～ 
 20：00～

津和野町議会3月
定例会 
【初日午前】 
放送時間 
 10：00～ 
 15：00～ 
 20：00～

津和野町議会3月
定例会 
【初日午後】 
放送時間 
 10：00～ 
 15：00～ 
 20：00～

津和野町議会3月
定例会 
【2日目午前】 
放送時間 
 10：00～ 
 15：00～ 
 20：00～

津和野町議会3月
定例会 
【2日目午後】 
放送時間 
 10：00～ 
 15：00～ 
 20：00～

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

8 9 10 11 12 13 14
6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

8：00 
吉賀町議会3月定例
会【町長施政方針】 
12：00
●隠岐★ドキ！あま 
　チャンネル vol.25 
12：30 
●ちょい旅きぶん 　
　3月号

8：00 
吉賀町議会3月定例
会【初日午前】 
12：00
●グラントワチャン
　ネル  4月号 
12：30 
●さんべ発サヒメル
　navi 3月号

8：00 
吉賀町議会3月定例
会【初日午後】 
12：00
●集落と農業を次の
　世代につなぎたい 
12：30 
●うらうらとゆく
　第30回

8：00 
吉賀町議会3月定例
会【2日目午前】 
12：00
●鐵の道ゆらり 
　第4回 
12：30 
●元気な田舎へGo！ 
 【雲南市鍋山地区】

8：00 
吉賀町議会3月定例
会【2日目午後】 
12：00
●直伝 和の極意  
　体感・実感！　　
　にっぽんの名城
　第9回～第12回

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

15 16 17 18 19 20 21
6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

8：00 
津和野町議会3月定
例会【町長施政方
針】 
12：00
●ニュースサンネッ
　ト総集編 3月放送
　分

8：00 
津和野町議会3月定
例会【初日午前】 
12：00
●島大病院ちょっと
　気になる健康講座
　3月号 
12：30 
●出雲のほそ道 3月号

8：00 
津和野町議会3月定
例会【初日午後】 
12：00
●LOOKING FOR アク
　アス  3月号 
12：30 
●釣り天国！石見
　3月号

8：00 
津和野町議会3月定
例会【２日目午前】 
12：00
●教えて！よこやさ
　ん  第１回 
12：30 
●災害に強いまちづ
　くり 

8：00 
津和野町議会3月定
例会【２日目午後】 
12：00
●CATV情報ネットし
　まね  4月号 
12：30 
●ミス・ユニバース・

ジャパン 島根大会

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

22 23 24 25 26 27 28
6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

6：00
●隠岐★ドキ！
　あま チャンネ
　ル vol.25 
6：30 
●ちょい旅きぶん 
　3月号

6：00
●グラントワチャ 
　ンネル 4月号 
6：30 
●さんべ発サヒ　
　メルnavi 3月号

6：00
●集落と農業を次
　の世代につなぎ
　たい 
6：30 
●うらうらとゆく
　第30回

6：00
●美しい森林づ　 
　くり講演会
【第5弾 津和野 町  
   に健全な森を】

6：00
●直伝 和の極意  
　体感・実感！
　にっぽんの名城
　第9回～第12回

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

29 30 セキュリティ対策のお願い まちかどメッセージ募集中！

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

6：00 
●佐藤正久講演    
　会「我が国の
　最新国防事情」

　近年、インターネットを介したコンピューターウイル
スによる個人情報の漏えいや金銭的被害が全国的に増え
ています。
　お使いのPC、スマートフォンなどのOSやウイルス対
策ソフトウェアを最新の状態にしてお使いいただき、セ
キュリティ対策をしてください。

　サンネットにちはらでは、鹿足郡
内の四季折々の風景を番組が放送さ
れていない時間帯にデータ放送とと
もにお送りしています。
　みなさんのお住まいの地域で放送
してほしい景色・風景などありまし
たらぜひサンネットにちはらまでお
寄せください。
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新しい番組がはじまります ! ケーブルセンター窓口受付時間

平日　8：30～17：15 
（土・日・祝はお休みです） 

緊急連絡先 
セコムコントロールセンター 

Tel 0852-28-0016

再 再 再 再

再

再

再 再 再 再

再

再

2018 サンネットにちはら番組表 111ｃｈ データ放送・番組 112ｃｈ テロップ放送

※ ●…1Hごとに放送  ●…2Hごとに放送  ●…3Hごとに放送        …再放送　　…特別番組 
※ 編成の都合上、番組を変更する場合があります

再 特

●お問い合わせ サンネットにちはら　Tel:74-2099/Fax:74-2667

444

『THE MAKING（ザ・メイキング）』　放送日：毎週土・日曜日　6：30 ～  1 時間毎 
私たちの身の回りにある「モノ」たちのできあがる姿をビデオで追ったメイキング・ムービー。
原料から製品に変わっていく驚きの映像をお楽しみください。（サイエンスチャンネル制作） 

『教えて！よこやさん』　放送日：4 月 19 日　12：00 ～ 1 時間毎 
出雲市にある「万九千神社」宮司「 錦田 剛志さん」を講師に迎え、毎回、神社のことや日本
の慣わしを視聴者の皆さんと楽しみながら学びます。（ひらた CATV 制作）


